
　

 

皆
さ
ん
は
、
自
分
が
住
ん
で
い
る

地
域
の
自
治
会
長
さ
ん
を
ご
存
じ
で

す
か
。
磐
田
市
に
は
、
３
０
３
の
自

治
会
が
あ
り
ま
す
。
「
自
治
会
」
は
、

地
方
自
治
法
に
定
義
さ
れ
て
い
る
「
地

縁
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
団
体
(
地

縁
に
よ
る
団
体
)
」
の
一
つ
で
そ
の
区

域
の
住
民
相
互
の
連
絡
や
交
流
、
環

境
整
備
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
代
表
が
自
治
会
長
さ
ん
で

あ
り
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
役
と
し
て

地
域
活
動
を
支
え
、
中
に
は
、
複
数

年
務
め
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
地
域
の
た
め
、
住
民

の
た
め
に
責
任
あ
る
役
に
就
い
て
く

だ
さ
っ
た
自
治
会
長
経
験
者
の
皆
さ

ん
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

自
治
会
活
動
の
や
り
が
い
は
、
や

は
り
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
感
謝

さ
れ
る
こ
と
、
地
域
の
た
め
に
な
っ

た
と
実
感
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
き
、
久
し

ぶ
り
に
対
面
に
よ
る
総
会
を
開
催
す

る
自
治
会
が
多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

総
会
な
ど
の
場
で
、
自
治
会
長
さ
ん

に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
役
」
に

就
い
て
地
域
活
動
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
感
謝
の
気
持

ち
を
「
言
葉
」
で
伝
え
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

能
登
半
島
地
震
を
は
じ
め
、
災
害

時
に
は
こ
の
「
地
縁
に
よ
る
団
体
」

と
い
っ
た
身
近
に
い
る
人
同
士
が
互

い
に
協
力
し
て
支
え
合
う
「
共
助
」

が
本
当
に
大
き
な
力
に
な
っ
た
と
聞

き
、
一
層
、
地
縁
に
よ
る
団
体
の
役

割
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

 

誰
も
が
気
持
ち
よ
く
役
に
就
き
、

や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
環
境
を
、

み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

第３４回

市
長
　
草
地
博
昭

「

」

自
治
会
活
動
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

 ２月１１日㈷、 アミューズ豊田で 「みんなの運

動会 in IWATA」 が開催されました。

 磐田市で初開催となったこのイベントは、 年齢

や性別、 障がいや特性の有無にかかわらず、 誰

もが参加できて 「楽しい！」 を一緒に創る運動

会です。

 当日は玉運びリレーやパン食い競争、 玉入れ、

綱引き、 障害物リレーなど、 さまざまな種目を

誰もが参加できる形にして行われました。

 参加者からは 「世代や障がいの有無に関係な

く、 みんなで交流できることが新鮮で、 すてき

な場だと思いました」 「普段は触れ合う機会がな

い皆さんと触れ合うことができて楽しかったで

す」 などの感想が聞かれました。

　 楽しさを共有しながら、 人を信頼し、 つなが

り合うことを通じて、 インクルーシブとは何かを

感じるイベントとなりました。

みんなの運動会　in IWATA　
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